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○山村のくらし体験施設管理運営規則 

平成10年３月20日規則第３号 

改正 

平成18年２月14日規則第11号 

平成19年３月１日規則第７号 

山村のくらし体験施設管理運営規則 

（目的） 

第１条 この規則は、山村のくらし体験施設設置条例（平成９年只見町条例第10号。以下「条例」

という。）第16条の規定に基づき、山村のくらし体験施設（以下「体験施設」という。）の管理

運営に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

（利用の手続き） 

第２条 条例第８条に基づき許可を受けようとする者は、山村のくらし体験施設利用許可申請書（様

式第１号）を町長に提出し、その許可を受けなければならない。ただし、町長が特別の事情があ

ると認められるときはこの限りでない。 

２ 町長は、前項の許可をしたときは、当該許可をした者に対し、山村のくらし体験施設利用許可

書兼領収書（様式第２号）を交付するものとする。 

３ 町長は、前項の許可をする場合に管理上必要な条件を付すことができる。 

（利用料の免除） 

第３条 条例第11条の規定による利用料の免除は、次に掲げる基準により行うものとする。 

(１) 町又は教育委員会が、直接主催する行事のために利用する場合 

(２) 町又は教育委員会が、共催する行事のために利用する場合 

(３) その他町長が特に必要と認めた場合 

２ 前項の利用料の免除を受けようとする者は、山村のくらし体験施設利用許可申請書（様式第１

号）を町長に提出しなければならない。 

（安全管理） 

第４条 体験施設を保全し、利用者の安全を確保するため、次の事項に留意しなければならない。 

(１) 建物、設備及び利用者等に危険があると認められる場合の応急措置又は適当な防止策若し

くは利用者の誘導の方法 

(２) 安全装置、防火設備その他危険防止設備の整備 

(３) その他、安全に関する事項 

（休館日） 

第５条 町長は、体験施設の管理運営上必要があると認めたときは、施設の全部又は一部を休館す

ることができる。 

２ 条例第４条の規定により指定管理者（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に

規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に体験施設の管理を行わせる場合においては、指定管

理者は、体験施設の管理運営上必要とする場合は、町長の承認を得て施設の全部又は一部を休館

することができる。 

（指定管理者による管理における適用） 

第６条 条例第４条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合における第２条及び第３条第２

項中「町長」とあるのは「指定管理者」とする。 

（その他の事項） 

第７条 この規則に定めるもののほか、体験施設の運営について必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成18年２月14日規則第11号） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

２ この規則施行の際現に改正前の山村のくらし体験施設設置条例第２条の規定により管理委託を

している施設については、平成18年９月１日（同日前に地方自治法第244条の２第３項の規定に基

づき当該施設の管理にかかる指定をした場合には、当該指定の日）までの間は、なお従前の例に

よる。 

附 則（平成19年３月１日規則第７号） 

別紙６ 
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この規則は、平成19年４月１日から施行する。 
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様式第１号（第２条、第３条関係） 
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様式第２号（第２条関係） 

 


